
 1 

 

リアルタイム事故リスク情報生成と 

管制業務への活用 
 

 

 

岩里 泰幸 1・宇野 巧 2・安田 裕介 3・大藤 武彦 4・小澤 友記子 5 

 
1正会員 阪神高速道路（株）保全交通部交通企画課（〒541-0056  大阪市中央区久太郎町 4丁目 1-3） 

E-mail:yasuyuki-iwasato@hanshin-exp.co.jp 

2非会員 阪神高速道路（株）保全交通部交通企画課（〒541-0056  大阪市中央区久太郎町 4丁目 1-3） 

E-mail: takumi-uno@hanshin-exp.co.jp 

3非会員 阪神高速技研（株）システム事業本部（〒550-0011 大阪市 西区阿波座 1丁目 3-15） 

E-mail: yusuke-yasuda@hanshin-tech.co.jp 

4正会員 株式会社交通システム研究所（〒532-0011 大阪市淀川区西中島 7-1-20） 

E-mail:daito@tss-lab.com 

5正会員 株式会社交通システム研究所（〒532-0011 大阪市淀川区西中島 7-1-20） 

E-mail:ozawa@tss-lab.com 

 

阪神高速では、年間 5～6 千件発生する「事故データ」に、「道路環境データ」「交通環境データ」

「気象データ」等の多様な事故要因データを時空間マッチングさせた膨大な事故データベースを構築して

いる。事故データベースを活用した事故要因分析によって、事故の起きやすさは交通環境に大きく影響を

受けることがわかった。例えば雨が降れば事故率は 4 倍に、渋滞が発生すれば 8 倍に、曲線部では半径

300ｍ以下から事故リスクが大きくなることが明らかにされた。 

本稿では、「いま」「そこに」潜む事故リスクを推定するモデル分析を適用し、車両検知器データ、障

害情報データ、降水量データ等のリアルタイム情報を受信して、阪神高速道路の全区間を対象とした「リ

アルタイム事故リスク情報生成システム」を構築した。また、事故の早期発見、早期処理を目的として、

生成される「リアルタイム事故リスク情報」の道路交通管制業務の現場への提供を実現した。 
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1. はじめに 

 

 阪神高速では、平成 19 年度に交通安全第一次アクシ

ョンプログラムを策定し、現在策定中の第三次アクショ

ンプログラムまで継続して交通安全対策の推進を図って

いるところである 1)。継続したアクションプログラムの

推進により一定の事故削減効果はみられるものの、事故

件数は近年、下げ止まりの傾向が続いている。一方近年、

事故リスク（事故の起こりやすさ）に着目した研究が進

み 2)、交通行動マネジメントにより事故リスクを低減さ

せることを目的に、事故リスクの活用が考えられはじめ

ている 3) 4)。阪神高速では、事故リスクデータを利用者

への情報提供や、交通管制での活用をおこない、一層の

事故削減を目的とした検討をおこなっている。 

 事故リスクデータの利用者への情報提供については、

阪神高速の交通安全サイト阪高 SAFETY ナビ上の

「SAFETY ドライブ『スマートチョイス』」において、

利用者の指定する阪神高速経路上の統計的事故リスク情

報の提供をおこなっている 5)。さらなる活用として、

「いま」「そこに」潜む事故リスクをリアルタイムに推

定するモデル分析を適用し、交通管制で活用することで

事故の早期発見・早期処理を目的として、リアルタイム

事故リスク情報提供を構築して、提供を開始した。 

 

2.  事故リスクDBの構築 

 

本検討の基礎となるデータベース（DB）は、阪神高

速で年間約 5～6 千件発生している交通事故の情報に、

線形等の道路構造、渋滞や交通量等の交通情報、雨量な

どの気象情報、交通安全対策実施履歴等の保全情報をマ

ッチングさせたものである。概念を図-1 に、DB の項目

等を表-1・図-2示す。 
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このような DBの構築により、交通状態や気象状況な

どの走行環境が事故の発生に影響を及ぼすことがわかっ

た。例えば雨天時は晴天時の 4 倍の事故率（件/走行億

台キロ）（図-3）、渋滞時は自由流の 8倍の事故率（図-

4）、曲線半径 300m 以下で大きく事故率が上昇する

（図-5）等、事故リスクは走行環境によって大きく変化

することが分かった。 

 

図-1 事故リスクDB概念図 

 

表-1 事故データベースに格納するデータ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 事故データベースの全体構成 

 

 

図-3 降雨別事故率 

 

 

図-4 交通状態別事故率 

 

 

図-5 曲線半径別 事故率 

 

 

3.  事故リスク推定モデル 

  

前章の事故リスク DBを用いて、リアルタイムに事故

率を予測するモデル分析をおこなった。分析に使用する

基礎データは、阪神高速道路が整備する事故データベー

スに格納される下記のデータとする 6)。 

対象とする期間は、2013年 4月 1日～2016年 3月 31

日までの 3年間、分析の単位区間は 0.1Km、単位時間は

5分とする。 

・事故データ：阪神高速道路の事故調書データ 
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（写真）曲線半径240mのカーブ

分類 データ名 単位

事故 交通事故データ 0.1Km/都度

構造 線形・構造データ

舗装データ

標識・情報板等データ

遮音壁データ

交通 交通データ 0.5Km/2.5分

障害データ 0.1Km/都度

工事データ 0.1Km/都度

入路制御データ 都度

情報板提供情報データ 0.1Km/都度

気象 観測局データ 観測局/時

アメダス・ナウキャストデータ 1Km/5分

安全対策 滑り止め舗装データ 0.1Km/年月

その他 ディクショナリ、カレンダー等

0.1Km
(緯度/経度)
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・構造データ：阪神高速保全情報システムデータ(車

線数、平面線形・縦断線形等) 

・交通データ：交通管制システムデータ(交通量、渋

滞、障害データ等) 

・気象データ：アメダス降水強度データ 

事故リスクの推定にあたっては、既往論文 7)で分析し

たポアソン回帰モデルを用いることとした。ポアソン回

帰モデルの概要を以下に示す。 

 𝜇𝑖 = 𝜆𝑖 × 𝑡𝑖 

 𝜇𝑖：事故発生件数期待値 

 𝜆𝑖：事故発生リスク(件/億台キロ) 

 𝑡𝑖：総走行台キロ(億台キロ) 

  𝑖：事故分析単位区間(0.1Km) 
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𝑥𝑗：事故発生件数期待値 

𝛼, 𝛽：事故発生リスク(件/億台キロ) 

モデルの被説明変数は、事故形態別事故件数とし、追突、

車両接触、施設接触、その他、そして事故形態計別に推

定することとし、走行台キロをオフセットとして設定す

る。説明変数は、これまでの事故分析結果を参考に、表

-2に示すカテゴリーとして設定する。 

 

4.  交通管制での活用 

 

（１） リアルタイム事故リスク情報活用の枠組み 

 リアルタイム事故リスク情報は、道路交通管理分野と

自動車ユーザ分野に大別して、次のような枠組みでの提

供を考える。 

 まず、道路交通管理分野では、事故の早期発見、早期

処理を目的として、交通管制センター、パトロールカー

等を対象として、道路ネットワークおよび区間を単位と

した事故リスク情報の活用が考えられる。事故リスクの

高い時空間を提供することで、いつ・どこで事故が起き

る可能性が高いかを把握して、監視の強化やより適切な

パトロールカー配車を実施することで、事故発見の迅速

化、監視業務の合理化を図ることが可能である。 

自動車ユーザに対しては、既に統計値情報としての事

故リスク情報提供を開始しており、より安全な経路選択、

目的地までの経路における高リスク地点情報の把握に伴

うリスク回避行動選択により、事故発生件数の削減が期

待されており、そのリアルタイム化でより効果が高まる

ものと考える。 

以下では、道路交通管理部門のうち、当面実現した交

通管制員へのリアルタイム事故リスク情報提供システム

の構築について述べる。 

 

（２） 交通管制業務での活用の実現 

交通管制室では 24 時間、阪神高速上に設置された

表-2 モデルの説明変

数 

 

分類 カテゴリー
定数項
交通流要因 自由流、混合流、渋滞末尾、渋滞、停滞

平面線形要因 曲線半径
直線(400m以上）、400m未満~200m以上/カーブ入口、400m未満~200m以上/カーブ
中間、400m未満~200m以上/カーブ出口、200m未満／カーブ入口、200m未満／カー
ブ中間、200m未満／カーブ出口

滑り止め舗装区間 1年未満、1～2年、2～3年
1車線区間 1車線区間
本線料金所区間

縦断線形要因 縦断勾配
平坦部（-4.0＜縦断勾配＜+4.0%）、-4%以下、+4%以上、クレスト(勾配差-2%以下)、サ
グ(勾配差＋2.0％以上)

合流タイプ 一般部
合流上流側0.1Km迄かつ入口/従流交通量30台/5分/車線未満
合流上流側0.1Km迄かつ入口/従流交通量30台/5分/車線以上
合流下流側0.2Km迄かつ入口/従流交通量30台/5分/車線未満
合流下流側0.2Km迄かつ入口/従流交通量30台/5分/車線以上

分岐タイプ 一般部、分岐上流側0.1Km迄かつ出口従流交通量30台/5分/車線未満
分岐上流側0.1Km迄かつ出口/従流交通量30台/5分/車線以上
分岐下流側0.2Km迄かつ出口/従流交通量30台/5分/車線未満
分岐下流側0.2Km迄かつ出口/従流交通量30台/5分/車線以上

環状線(4車線)区間 2車線、3車線区間、4車線区間
降雨有無 降雨なし、降雨あり
昼夜 昼間、夜間
曜日パターン 平日、週末、休日
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ITV カメラ等をモニタリングし、事故等の事象の発見な

らびに迅速な処理をおこなっている。事故の早期発見は、

早期処理ならびそれに伴う交通影響の軽減に繋がる。事

故リスク推定を事故の早期発見に活用するため、事故リ

スク推定結果をタブレット端末で表示するシステムを構

築し、交通管制員が端末を閲覧する運用を平成 29 年度

から試験的に開始した（図-6、7）。本システムは、前

章の事故リスク推定モデルを用いて全区間 0.1Km 単位

で 5分ごとに事故リスクを推定する。タブレット端末に

は、直近１時間で最も事故発生確率が高い地点 25 箇所

の地点名に加え、上位 6箇所は位置図も併せて表示する。

これにより管制員が、事故発生確率が高い地点を重点的

にモニタリングすることにより、事故の早期発見を期待

するものである。このような事故発生の“勘”は長年の

経験により培われるとも言われているが、本システムに

より、若手など、経験が不十分な管制員の支援ツールと

しても有用であると考えられる。なお今後 1年程度管制

員による試運用により精度等を確認した後、本格運用に

移行していく予定である。 

 

図-6 管制室に設置予定の事故リスク表示端末 画面例 

 

図-7 事故リスク表示端末を使用する管制員 

5.  おわりに 

 

本稿では、事故リスクを推定するモデル分析を適用し、

車両検知器データ、障害情報データ、降水量データ等の

リアルタイム情報を受信して、阪神高速道路の全区間を

対象とした「リアルタイム事故リスク情報生成システム」

を構築した。また、生成される「リアルタイム事故リス

ク情報」を道路交通管制業務の現場に提供し、事故の早

期発見、早期処理に活用していることを報告した。 

将来的には、最も事故リスクが低くなるような巡回経

路の検討に活用することや、ITV カメラを自動で事故リ

スクの高い場所に向けることなど、さらなる交通管制の

高度化に活用することを考えている。 

またこのような情報は交通管制だけでなく、利用者に

情報提供することにより、事故リスクのマネジメントを

おこなうことができると考えている。阪神高速では事故

リスク情報の提供に向けて、平成 29 年度に学識経験者

や民間ナビ事業者等からなる「京阪神都市圏事故リスク

マネジメント研究会（仮称）」を設立し、一般道も含め

たエリア内の事故リスクを考慮した経路比較や注意喚起

情報の提供を検討していく予定である。一般道等も含め

た経路を比較し事故リスクの低い経路に誘導することに

より、社会全体の事故リスクを下げることができると考

えている。これら事故リスクを活用した多面的な取組に

より、事故の削減に結びつけられるよう、今後も検討を

進めていく。 
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